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《流通業界・ＳＶ》

職務経歴書
氏名　○○　○○
略歴

大学を卒業後、株式会社△△入社。3 ヶ月間の店舗研修後、副店長として直営のコンビニエンスストアでの勤務をはじめる。半年後に店長に昇進。新規店を含む、3 店舗に勤務し、コンビニ店経営のノウハウについて、主に計数管理を中心に学ぶ。二年後にスーパーバイザー（SV）となり、6〜8 店舗を担当、運営面での指導・改善にあたる。
その後、株式会社◇◇◇に転職し、約3 年間、店舗運営管理スタッフ（正社員）として勤務。郊外型大型ショップ3 店舗内の日用品売場を担当し、販売業務を行なう。最終職位は売場マネージャー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1

職務経歴
■株式会社△△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　199×年×月～200×年×月
事業内容：コンビニエンスストア運営およびFC 事業
資本金XX 億円　　年商XXX 億円　　　従業員数XXX 人
業務内容：スーパーバイジング業務　（199X 年4 月〜200×年×月）
【具体的な業務】
千葉県内のFC 加盟店（オーナー）に対する、販売促進のための売上指導。
200X 年指導店舗の月平均売上X 千万円（達成率100.2% 伸び率1.2% SV 総合順位3X/177）
200X 年月平均売上X 万円（達成率100.2% 伸び率1.2% SV 総合順位5X/180）
主力商品である弁当・惣菜・パンの売上拡大を目標に課題を抽出。周辺地域の行事・催事会場のスケジュールに合わせた仕入れを徹底して、200X 年度下半期に指導店舗が県内最大の売上増率を記録。以後、県内最激戦区と言われる店舗の指導にもあたることになる。

　

　オーナー交代に伴い、新経営者への指導。
FC ビジネスの構造、流通業界の仕組みを根本から説明。現状の問題意識を共有したうえで、実務指導に入る。

またアルバイトを含めた人員体制が一気に変わったため、オリエンテーションで率化を図る。正規マニュアルと別に、アクションシートを作成。基本業務をイラスト図にまとめて、新スタッフの立ち上がりを早める。　　※2
　キャンペーン・イベントに向けて、売場レイアウトを改善
200X 年の酒類販売開始時のキャンペーンにおいて一店舗、映画タイアップキャンペーンで一店舗、計2 店舗で大幅な売場変更を実施。本部の了解を得て、他店との差別化のために雑誌コーナーを大幅削減、結果的に両店でxxxxx 万→xxxx 千万（4 ポイント）・xxxx 万→xxxx 万（2.1 ポイント）の大幅売上増を達成。　

・コンビニエンスストアの店舗運営管理200X 年10 月〜200X 年4 月
直営の○○店・○○店・○○店において研修・店長・副店長を経験。商品知識、販売戦略を学ぶ。
人員管理面では採用に関するノウハウ、育成・モチベーション管理について実地で経験を得る
予算管理、専用ソフトを用いた地域マーケティングの手法、品揃えについて「仮説→検証→分析→改善」のサイクルプロセスを習得。

■株式会社◇◇◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200X 年〜200X 年9 月
事業内容：日用品雑貨・ペット用品・インテリア販売

資本金：XX 億円　　年商：XX 億円　　従業員数：XXX 人
業務内容：店舗運営管理（200X 年〜200X 年9 月）　　※3
（グロサリー部門：○○店・○○店・○○店）
200X 年度上半期xxxx 万円対前年98.9% 199X 年度下半期xxxx 万円対前年比99.1%

200X 年度上半期xxxx 万円対前年101.9% 200X 年度下半期xxxx 万円対前年比102.0%

各店舗で約XX 坪の売場を管理。アイディア商品や輸入雑貨といったテーマ別のクロスＭＤによる陳列、アルバイト・パート販売員9 名のチームワーク向上をはかるためのゲームを利用した研修を実施、申し渡しのミスなどを減少させ。接客サービスの向上により、それまで減少傾向だった売上を、200X 年度には2%上昇させる。特に一人あたりの買い上げ点数と単価はそれぞれ5.2%・9.1%と大幅増。

アピールポイント

売場のクリンネスには最大限の努力をするのはもちろん、バックヤードにおいても、整理整頓を徹底して、棚卸し・在庫管理にかかる労力をセーブするようにしてきました。人員管理においては、若いスタッフの「やらされ感」をなくすために、チームワークの改善からモチベーションを保つようにこころがけており、また、そういうアットホームな雰囲気をつくるのを得意にしています。
商品知識の収集にどん欲で、取り扱う商品については、類似商品との違いや、材料なども知っておきたいと思う性格です。

※1　アピールしたいキャリアを冒頭に出して分量を増やしていきます。さらに仕事上の工夫を箇条きにします。

※2　仕事内容は、具体的に想像しやすくすることが重要。それによって、異業界の人が見ても分りやすいものになります。

※3　仕事内容が同じなら、店舗はひとまとめで十分です。見やすさにも十分配慮をします。

　　　また、大切なのは、「店舗にいたこと」ではなく、「店舗でしたこと」です。「○○管理」というフレーズですべてを片付けてしまわないようにしましょう。

